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ア
ジ
ア
山
岳
連
盟
理
事
国
会
議

キ
ル
ギ
ス
で
開
催

ネ
パ
ー
ル
に
５
千
ド
ル
を
寄
付

労
山
が
加
盟
す
る
ア
ジ
ア

山
岳
連
盟
（
U
A
A
A
）
の

理
事
国
会
議
が
、
中
央
ア
ジ

ア
・
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
の
首

都
ビ
シ
ュ
ケ
ク
市
ア
ル
パ
イ

ン
ホ
テ
ル
で
6
月

日
～
6

10

月

日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

14こ
の
会
議
は
、
総
会
と
総

会
の
間
に
、
各
国
回
り
持
ち

で
開
か
れ
て
い
ま
す
。
参
加

し
た
の
は
日
本
（
日
本
山
岳

協
会
、
労
山
）、
韓
国
、
台

湾
、
香
港
、
イ
ラ
ン
、
キ
ル

ギ
ス
、
ロ
シ
ア
（
ノ
ボ
シ
ビ

ル
ス
ク
）、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン

の
8
カ
国
、

団
体
の

数

10

20

名
で
す
。
労
山
か
ら
は
浦
添

理
事
長
と
花
村
副
理
事
長
が

参
加
し
ま
し
た
。
い
つ
も
は

参
加
す
る
ネ
パ
ー
ル
は
、
先

日
の
大
地
震
の
た
め
不
参
加

で
し
た
。
ア
ジ
ア
山
岳
連
盟

か
ら
は
ネ
パ
ー
ル
山
岳
協
会

に
5
千
ド
ル
（
約

万
円
）

60

が
寄
付
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま

り
ま
し
た
。

ま
た
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の

再
加
盟
と
、
ロ
シ
ア
の
ノ
ボ

シ
ビ
ル
ス
ク
山
岳
会
の
新
規

加
盟
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
に
引
き
続
い
て
、
キ

ル
ギ
ス
山
岳
協
会
ウ
ラ
ジ
ミ

ー
ル
会
長
の
案
内
に
よ
り
、

６
月

～

日
の
二
泊
三
日

12

14

で
、
ア
ク
サ
イ
氷
河
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

キ
ル
ギ
ス
共
和
国
は
天
山

山
脈
の
北
側
に
広
が
り
、
日

本
の
約
半
分
の
国
土
面
積
を

も
ち
ま
す
。
そ
の

％
が
山

90

地
で
、
住
民
は
日
本
人
に
顔

立
ち
が
似
て
い
る
と
言
わ
れ

ま
す
。

ア
ク
サ
イ
氷
河
は
、
ア
ラ

ア
ル
チ
ャ
国
立
公
園
の
一
角

に
あ
り
ま
す
。
お
花
畑
の
高

原
地
帯
を
歩
く
と
、
小
川
の

周
り
に
サ
ク
ラ
ソ
ウ
の
花
が

咲
き
乱
れ
る
平
地
に
宿
泊
場

所
の
小
屋
（
3
2
0
0
㍍
）

が
あ
り
ま
し
た
。
翌
日
、
ガ

レ
場
を
標
高
4
0
0
0
㍍
ま

で
登
り
ま
し
た
。
案
内
人
は

き
れ
い
な
花
に
は
興
味
が
な

い
ら
し
く
、
ハ
イ
ペ
ー
ス
で

歩
い
て
い
ま
し
た
。

キルギスの山
河、そしてアジ
ア各国からの
参加者たち

全国遭難対策研究集会資料集に
収録された各地からのレポート

・氷ノ山滑落事故報告
和歌山県・紀州山友会

・上ホロカメットク山遭難事故報告と
今後の対策

北海道道央・札幌やまびこ山友会
・積丹岳山岳遭難救助事故裁判が問うもの

北海道・松浦孝之
・大阪中級登山学校の理念と事故防止
－事故の根絶を目指して中級登山学校
での取り組み

大阪府連盟 中級登山学校 柳川憲一
・2014年度 大阪府連の重大事故と対応
・懸垂下降連続事故 会の関わり
大阪ぽっぽ会 早川俊

・懸垂下降の技術 検討会・体験会（緊急）
大阪府勤労者山岳連盟教育遭対部

・計画書拝見について
福岡県連盟 理事長 徳永武彦

・兵庫県連盟における「山行計画連絡会」
の取組について 兵庫県連盟

・流動分散を結ぶことの検討
労山大阪府連技術委員会

・あるハーネスの問題点
大阪労山救助隊・河野良治

・百丈やぐらの現状と整備がめざすもの
大阪府連・森浜学

全全国遭難対策研究集全国遭難対策研究集会会

全
国
か
ら
１
５
２
名
が
結
集

活
か
そ
う

事
故
の
教
訓

―
―
死
亡
事
故
や
、
地
方

連
盟
主
催
の
学
校
、
講
習
会

な
ど
で
の
重
大
事
故
を
な
く

そ
う
！

全
国
連
盟
遭
難
対
策
部

は
、
近
畿
地
方
協
議
会
の
協

力
を
得
て
、
２
０
１
５
年

「
全
国
遭
難
対
策
研
究
集

会
」
を
６
月

日
～

日
に

27

28

兵
庫
県
神
戸
市
の
「
神
戸
セ

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
」
で
開
催
し

ま
し
た
。
こ
の
集
会
に
は
全

国

地
方
連
盟
か
ら
1
5
2

19
名
（
参
加
者
、
ス
タ
ッ
フ
含

む
、
う
ち
宿
泊
は

名
、
日

84

帰
り
参
加
は

名
）
が
参
加

68

し
、
大
き
く
成
功
し
ま
し

た
。
ま
た
、
労
山
外
か
ら
も

大
阪
岳
連
3
名
、
岡
山
岳
連

1
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。労

山
で
は
、
２
０
０
４
年

か
ら
２
０
１
４
年
ま
で
の
11

年
間
に
３
３
５
５
名
の
事
故

報
告
が
あ
り
、
死
亡
・
行
方

不
明
者
は
1
1
1
名
に
も
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

全
国
連
盟
は
こ
れ
ま
で
、
隔

年
で
「
全
国
遭
難
対
策
担
当

者
会
議
」
と
「
全
国
救
助
隊

交
流
集
会
」
を
交
互
に
開
催

し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

地
方
連
盟
代
表
者
と
の
情
報

交
換
、
討
論
や
、
救
助
隊
関

係
者
だ
け
の
集
ま
り
で
は
十

分
な
遭
難
対
策
が
で
き
て
い

な
い
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
回
は
東
京
で
は

な
く
地
方
で
集
会
を
開
催

し
、
各
地
の
事
故
の
教
訓
を

直
接
、
加
盟
団
体
の
役
員
・

リ
ー
ダ
ー
層
に
伝
え
る
こ
と

に
し
た
の
で
す
。
ま
た
、
記

念
講
演
は
行
わ
ず
、
各
地
方

で
の
事
故
報
告
と
遭
難
対
策

の
取
組
み
に
つ
い
て
の
報
告

を
中
心
に
論
議
を
深
め
ま
し

た
。3

つ
の
テ
ー
マ
で

討
議
を
深
め
る

初
日
の

日
（
土
）
は
、

27

午
後
１
時
開
会
。
テ
ー
マ
１

で
は
「
県
連
登
山
学
校
・
リ

ー
ダ
ー
養
成
山
行
の
事
故
」

に
つ
い
て
、
北
海
道
連
盟
の

報
告
そ
の
他
が
あ
り
ま
し

た
。北

海
道
で
は
、
道
央
連
盟

加
盟
会
で
２
０
１
３
年

月
11

に
十
勝
連
峰
・
上
ホ
ロ
カ
メ

ッ
ト
ク
山
（
１
９
２
０
ｍ
）

で
、
女
性
会
員
１
名
が
低
体

温
症
に
よ
り
死
亡
す
る
事
故

が
発
生
し
ま
し
た
。
吹
雪
の

な
か
、
仮
設
営
し
た
テ
ン
ト

が
風
で
飛
ば
さ
れ
、
破
損
し

た
も
の
で
す
。
報
告
書
で

は
、
行
動
時
間
の
設
定
、
Ｇ

Ｐ
Ｓ
の
活
用
に
よ
る
位
置
特

定
、
ア
イ
ゼ
ン
を
脱
ぐ
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
な
ど

の
問
題
が
指
摘
さ
れ
、
ビ
バ

ー
ク
時
の
切
り
抜
け
方
を
学

ぶ
こ
と
の
重
要
性
な
ど
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ
２
で
は
「
重
大
事

故
に
会
と
連
盟
は
ど
う
か
か

わ
っ
て
き
た
か
」に
つ
い
て
、

大
阪
府
連
盟
の
経
験
な
ど
が

話
さ
れ
ま
し
た
。

大
阪
府
連
盟
で
は
、
２
０

１
４
年
度
に
事
故
件
数
が
20

件
と
前
年
よ
り
増
大
し
、
し

か
も
死
亡
事
故
１
件
を
含
む

重
大
事
故
が
７
件
（
す
べ
て

ヘ
リ
が
出
動
）
も
あ
り
ま
し

た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

府
連
盟
で
は
事
故
対
策
会
議

や
緊
急
の
技
術
検
討
会
を
開

催
し
、
各
会
か
ら
事
故
報
告

の
提
出
を
求
め
ま
し
た
。
ま

た
、
繰
り
返
し
ア
ピ
ー
ル
文

を
発
表
し
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ
３
で
は
「
会
の
山

行
計
画
に
連
盟
は
ど
う
か
か

わ
る
か
」
に
つ
い
て
、
福
岡

県
連
盟
か
ら
「
事
故
ゼ
ロ
運

動
」
の
経
験
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

福
岡
県
連
で
は
、
毎
年
の

よ
う
に
死
亡
事
故
が
続
い
て

い
ま
し
た
。

（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

2014年1〜12月労山会員
事故者の年齢別・男女別内訳

2014年1〜12月労山会員
事故発生時の時間帯

神神戸市で開神戸市で開催催
y yyyyyyyy

集会終了後に有志で行われた懸垂下降技術の実技体験
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今
後
の
労
山
の
あ
り
方

「
組
織
基
本
問
題
調
査
会
」
が

全
国
評
議
会
に
答
申

今
年
（
２
０
１
５
年
）
２
月

に
東
京
で
開
か
れ
た
労
山
の
全

国
評
議
会
に
「
組
織
基
本
問
題

調
査
会
」
の
最
終
答
申
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
答
申
は
、

労
山
が
い
ま
当
面
し
て
い
る
課

題
と
、
今
後
の
方
向
に
つ
い

て
、
多
角
的
な
提
起
を
し
て
い

ま
す
。

「
組
織
基
本
問
題
調
査
会
」

は
、
２
０
１
３
年
２
月
の
臨
時

全
国
総
会
で
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
目
的
は
、
現
在
の
労

山
が
衰
退
傾
向
に
あ
る
こ
と
を

直
視
し
、
そ
の
問
題
点
を
分
析

し
、
改
善
を
は
か
る
こ
と
で
し

た
。委

員
に
は
全
国
連
盟
三
役
と

各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
選
ば
れ
て
い

る
副
会
長
ま
た
は
そ
れ
に
代
わ

る
人

名
の
計

名
で
す
。
そ

10

17

し
て
こ
の
２
年
間
に
４
回
の
調

査
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
開
催

に
あ
た
っ
て
は
、
テ
ー
マ
を
３

分
野
に
分
け
、
３
つ
の
委
員
会

を
設
置
し
て
討
議
を
す
す
め
ま

し
た
。

そ
の
体
制
は
表
の
と
お
り
で

す
。以

下
に
最
終
答
申
の
要
点
を

紹
介
し
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
、

全
国
理
事
会
は
今
後
の
具
体
化

を
は
か
り
、
来
年
の
全
国
総
会

に
提
起
し
て
い
き
ま
す
。

●
第
１
委
員
会

首
都
圏
の
み
か
ら
選
出
さ
れ

て
い
る
全
国
理
事
会
体
制
を
改

め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
た
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
に
よ
る
広
域

理
事
会
体
制
を
導
入
す
べ
き
。

ま
た
、
若
い
全
国
理
事
選
出

に
向
け
、
専
門
委
員
会
に
若
手

を
積
極
的
に
入
れ
て
い
く
。

購
読
数
減
少
が
続
い
て
い
る

「
登
山
時
報
」
拡
大
に
む
け
、

購
読
率

％
を
め
ざ
し
、
担
当

25

者
の
設
置
や
有
料
購
読
ゼ
ロ
の

会
を
無
く
す
よ
う
、
購
読
推
進

期
間
を
設
け
る
。

●
第
２
委
員
会

各
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
の

ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
す
る
支

援
策
を
検
討
し
、
東
北
ブ
ロ
ッ

ク
（
宮
城
、
福
島
、
山
形
）
と

奥
羽
ブ
ロ
ッ
ク
（
青
森
、
秋
田
、

岩
手
）
の
合
併
を
検
討
す
る
。

地
方
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
全
国
副
会

長
を
選
ぶ
現
行
方
式
を
見
直

し
、
そ
の
役
割
と
必
要
人
数
を

検
討
す
る
。
地
方
連
盟
が
会
員

数
を
登
録
後
、
予
期
せ
ぬ
会
員

数
減
少
が
あ
っ
た
場
合
は
、
全

国
は
状
況
に
応
じ
て
一
定
の
基

準
に
よ
り
連
盟
費
減
免
を
図
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。

●
第
３
委
員
会

安
全
対
策
基
金
の
あ
り
方
お

よ
び
安
全
登
山
の
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
作
り
に
つ
い
て
討
議
し
た
。

安
全
対
策
基
金
の
取
り
組
み
は

評
価
で
き
る
が
、
事
故
は
減
っ

て
い
な
い
。
安
全
登
山
に
か
か

わ
る
基
本
的
な
項
目
に
つ
い
て

技
術
書
の
よ
う
な
も
の
で
は
な

い
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
策
定
し
、

共
通
の
土
台
と
す
べ
き
で
あ

る
。

第31期全国連盟役員
2015年2月21～22日 の
全国評議会で、副会長
1名の交代と理事3名の補
充がありました。
（会長） 西本武志
（副会長）
尾谷賢（新） 渡邊健治
赤間弘記 佐々木功
金井光正 洞井孝雄
滝上肇 小形正則
森田南海男 樺島祥平
※安田治副会長は退任

（理事長） 浦添嘉徳
（副理事長）
石川友好 大澤辰雄
高橋友也 花村哲也
廣木国昭 藤元理津子

（事務局長） 川嶋高志
（理事）
伊藤正勝 上野美知代
臼井邦徳 岡田賢一
久保典子 後藤真一
今野善伸 田上千俊
松野千代加
（以下は新任）池谷友夫
塩澤良雄 山本尚徳

（監事）
田辺哲夫 渡辺三男

（組織基本問題調査会）委員長：安田治
●第1委員会 委員長：大塚三紀夫（九州）
副委員長：佐々木功（関東）、委員：安田
治（北海道）、滝上肇（近畿）、浦添嘉徳・
石川友好・藤元理津子（全国連盟）●第２
委員会 委員長：渡邊健治（奥羽）副委員
長：中田宏（四国）、委員：國本哲広（中
国）、広木国昭・大澤辰雄（全国連盟） ●
第３委員会 委員長：洞井孝雄（東海）、
委員：赤間弘記（東北）、金井光弘（北信
越） 高橋友也・花村哲也（全国連盟）

調査会での討議

●第14回東日本女性登山交流集会
日時 10月24日（土）～25日（日）
会場 山梨県富士河口湖町・西湖

「レイクホテル西湖」
主管 山梨県連（山梨・山の会）
テーマ 「子供らに残そう豊かな自然

冨士山麓の集い」
講演 ①「親子三代アツモリソウを守って」

中村光吉さん（三ツ峠山荘管理人）
②「南アルプスをリニアが貫くと」
松島信幸さん（日本地質学会名誉会員）

参加費 11,000円
募集人員 150名
※2日目には烏帽子岳、足和田山、王岳、
三ッ峠などで交流登山

申込先 所定用紙で池原登美子（メール）か
藤元理津子（ＦＡＸ）へ

●第6回西日本女性担当者交流集会
日時 10月17日（土）～18日（日）
会場 鳥取県立船上山少年自然の家

（鳥取県琴浦町）
主管 中国地区協議会 実行委員会
テーマ 「山で死なないための安全登山とは」
講演 ①「山岳医療班の現場から事故や

遭難を考える」
臼杵尚志さん（香川大学医学部准教授）
②「大山の自然と自然保護」
矢田貝繁明さん（大山自然歴史館館長）

参加費 7,000円
募集人員 100名

※2日目には船上山各コースで交流登山
申込先 県連単位で所定用紙により岡山県連女

性委へ（メールかＦＡＸ）

今
年
に
入
っ
て
、
労
山
会
員

が
登
山
中
に
急
性
の
心
疾
患

（
心
筋
梗
塞
、
心
不
全
等
）
で

倒
れ
、
入
院
ま
た
は
死
亡
す
る

事
故
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
特
に

7
月
に
は
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
会
員

（
個
人
会
員
）
も
含
め
４
名
が

死
亡
す
る
と
い
う
重
大
な
事
態

と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
徴
的
な

の
は
全
員
が

代
以
上
の
男
性

50

で
、
死
亡
率
が
高
い
こ
と
。
脳

疾
患
や
心
疾
患
は
、
日
常
か
ら

の
健
康
管
理
が
大
切
と
言
わ
れ

ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
気
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
。

事
故
事
例

■
２
月
１
日

：

発
生

１０

３０

福
岡
県
連

男
性

歳
75

福
岡
県
・
宝
満
山
系
の
宝
満

山
か
ら
縦
走
路
を
歩
き
、
仏
頂

山
（
8
6
9
ｍ
）
の
山
頂
手
前

で
突
然
倒
れ
、
意
識
を
失
う
。

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
人
工
呼
吸

を
行
う
。
救
急
隊
が
到
着
し
、

ヘ
リ
で
病
院
に
収
容
す
る
も
、

心
室
細
動
に
よ
り
死
亡
確
認
。

■
５
月

日

：

発
生

３０

12

00

東
京
都
連
盟

男
性

歳
59

山
梨
県
・
三
ツ
峠
山
（
１
７

８
５
ｍ
）
屏
風
岩
を
登
攀
し
、

懸
垂
下
降
で
基
部
到
着
後
、
突

然
、
胸
部
が
強
く
痛
み
だ
し

た
。
救
助
要
請
し
て
ヘ
リ
で
ピ

ッ
ク
ア
ッ
プ
。
心
筋
梗
塞
。
手

術
で
回
復
。

■
7
月
４
日

時
発
生

大

１３

阪
府
連

男
性

歳
52

兵
庫
県

北
六
甲
・
烏
帽
子

岩
を
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
中
、
テ
ラ

ス
で
突
然
、
意
識
を
失
っ
た
。

周
囲
の
人
が
下
に
下
ろ
し
、
ヘ

リ
を
要
請
。
救
急
病
院
に
搬
送

さ
れ
た
が
、
急
性
心
不
全
で
死

亡
。

■
7
月
４
日

：

発
生

１２

２０

福
島
県
連

男
性

歳
64

谷
川
連
峰
・
平
標
山
（
1
9

8
4
ｍ
）
友
人
３
人
で
登
山
。

こ
の
う
ち
の
Ｈ
さ
ん
（
労
山
会

員
外
）
は
別
行
動
を
希
望
し
た

た
め
山
頂
で
の
再
会
を
約
し
、

Ｍ
さ
ん
（
労
山
会
員
）
ら
2
人

と
別
れ
た
。
し
か
し
登
山
道
で

倒
れ
て
い
る
Ｈ
さ
ん
が
他
の
登

山
者
に
発
見
さ
れ
、
通
報
を
う

け
た
Ｍ
さ
ん
が
引
き
返
し
て
Ｈ

さ
ん
を
救
助
し
よ
う
と
し
た

が
、
Ｍ
さ
ん
も
倒
れ
た
。
二
人

と
も
、
病
院
に
搬
送
さ
れ
た
が

急
性
心
不
全
で
死
亡
が
確
認
さ

れ
た
。
Ｍ
さ
ん
は
ベ
テ
ラ
ン
だ

っ
た
。

■
７
月
５
日

５
：

発
生

５０

北
海
道
・
道
央
連
盟

男
性

歳
74

岩
手
県
・
焼
石
岳
（
1
5
4

8
ｍ
）
で
の
会
山
行
で
、
出
発

後

分
ほ
ど
登
っ
た
と
こ
ろ
で

20
事
故
者
が
急
に
立
ち
止
ま
り
、

目
ま
い
を
う
っ
た
え
て
倒
れ
こ

ん
だ
。
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行

い
、
救
急
隊
を
要
請
す
る
も
、

急
性
心
筋
梗
塞
で
死
亡
が
確
認

さ
れ
た
。

■
７
月

日

新
潟
県
・
越
後

14

駒
ヶ
岳
で
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｎ
パ
ー

ト
ナ
ー
ズ
会
員
（
男
性

歳
68

茨
城
県
在
住
）
が
山
小
屋
一
泊

の
予
定
で
二
人
で
入
山
。
ペ
ー

ス
が
遅
く
単
独
行
動
と
な
っ
た

が
、
急
性
心
疾
患
で
死
亡
。
パ

ー
ト
ナ
ー
ズ
本
部
に
登
山
届
は

で
て
い
な
か
っ
た
。

登
山
中
の
心
疾
患
を

予
防
す
る
に
は

日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟
・
遭

難
対
策
部
発
行
パ
ン
フ
「
脳

疾
患
・
心
疾
患

解
説
」
か
ら

日
常
生
活
で
心
が
け
る
こ
と

※
十
分
な
睡
眠
と
栄
養
バ
ラ
ン

ス
の
よ
い
食
生
活
を
心
が
け

る
。
過
食
に
な
ら
な
い
よ
う

に
し
、
規
則
正
し
い
生
活
を

心
が
け
る
。

※
日
ご
ろ
か
ら
運
動
習
慣
を
つ

け
る
。
休
日
に
山
に
登
る
だ

け
で
な
く
、
で
き
る
範
囲
で

も
よ
い
か
ら
日
常
の
運
動
を

続
け
る
こ
と
。
心
疾
患
の
予

防
に
も
つ
な
が
る
し
、
ま
た

体
力
を
維
持
し
、
登
山
の
可

能
性
を
広
げ
て
く
れ
る
。

※
深
酒
や
暴
飲
暴
食
は
慎
む
。

※
適
度
な
休
息
や
気
分
転
換
の

趣
味
な
ど
を
も
ち
、
ス
ト
レ

ス
を
た
め
こ
ま
な
い
よ
う
に

す
る
。
登
山
そ
の
も
の
が
ス

ト
レ
ス
解
消
に
な
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。

※
禁
煙
。
タ
バ
コ
は
百
害
あ
っ

て
一
利
な
し
。

急性心疾患が多発
死亡事故が相次ぐ

全
員
が

代
以
上
の
男
性

50

日
常
的
な
健
康
管
理
が
重
要

1部200円（送料別）郵送
でお届けします。注文は
全国連盟事務局まで。

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

福
岡
県
連
で
は
、
こ
の
た

め
、
各
会
の
協
力
を
得
て
山
行

計
画
書
を
県
連
に
提
出
し
て
も

ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
れ

を
理
事
長
が
一
枚
一
枚
チ
ェ
ッ

ク
し
て
、
問
題
点
が
あ
れ
ば
指

摘
し
て
い
ま
す
。
当
初
は
反
発

を
う
け
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
た

レ
ベ
ル
の
低
い
計
画
書
も
あ
り

ま
し
た
が
、
だ
ん
だ
ん
に
質
が

向
上
し
て
き
ま
し
た
。
や
は

り
、
各
会
で
、
計
画
書
を
き
ち

ん
と
作
成
し
、
徹
底
し
た
審
査

を
行
う
こ
と
が
重
大
事
故
を
な

く
す
第
一
歩
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
他
に
も
、
各
地
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

日
（
日
）
は
、
懸
垂
下
降

28
技
術
な
ど
実
技
面
で
の
問
題
に

つ
い
て
討
論
が
行
わ
れ
、
午
後

か
ら
は
有
志
で
実
技
体
験
の
催

し
が
あ
り
ま
し
た
。

全
体
の
ま
と
め
で
、
川
嶋
・

全
国
連
盟
事
務
局
長
は
、「
登

山
、
特
に
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
は
頭

を
使
う
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
。
技

術
や
器
具
に
つ
い
て
、
講
師
・

ガ
イ
ド
や
先
輩
の
言
う
と
お
り

に
行
う
だ
け
で
な
く
、
自
分
で

体
験
し
て
み
て
長
所
・
短
所
を

理
解
し
、
い
つ
ど
こ
で
安
全

に
、
そ
し
て
有
効
に
使
え
る
の

か
を
判
断
で
き
る
、
そ
の
よ
う

な
登
山
者
教
育
を
し
て
ほ
し

い
」
と
強
調
し
て
い
ま
し
た
。

昨
年
（
2
0
1
4
年
）
一
年

間
の
山
岳
事
故
統
計
が
警
察
庁

か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
発
生

件
数
は
2
2
9
3
件
、
遭
難
者

数
は
2
7
9
4
人
で
、
件
数
、

遭
難
者
数
と
も
過
去
最
高
と
な

っ
て
い
ま
す
。

そ
の
な
か
で
、
注
目
す
べ
き

な
の
は
死
亡
・
行
方
不
明
者
に

占
め
る
単
独
登
山
者
の
割
合
で

す
。
単
独
登
山
者
の
遭
難
は
、

件
数
で
は
全
体
の

％
を
占
め

34

て
い
ま
す
が
、
死
亡
者
だ
け

で
み
る
と

％
、
行
方
不
明

59

者
で
は

％
に
も
な
っ
て
い

77

ま
す
。
両
者
を
合
わ
せ
れ

ば
、
死
亡
・
行
方
不
明
の
事

故
の
う
ち
、
実
に

％
が
単

61

独
登
山
者
に
よ
る
も
の
と
な

り
ま
す
。

登
山
は
、
安
全
面
か
ら
言

え
ば
、
や
は
り
単
独
で
は
な

く
、
複
数
で
実
施
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
こ
と
が
、
こ
の

統
計
数
字
か
ら
も
い
え
ま

す
。

単独登山は

危険がいっぱい

警察庁統計は語る
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労
山
の
ル
ー
ツ
を
た
ど
る

遭
難
対
策
基
金
の
創
設

シ
リ
ー
ズ
第
4
回

日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟
が
行

っ
て
い
る
諸
活
動
の
な
か
で
、

万
一
の
山
岳
事
故
に
そ
な
え
た

「
新
特
別
基
金
」（
以
前
は
遭
難

対
策
基
金
＝
略
称
：
遭
対
基

金
）
制
度
は
、
す
ぐ
れ
た
制
度

と
し
て
登
山
界
の
な
か
で
も
高

い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま

た
、
そ
の
積
み
立
て
金
の
一
部

は
不
動
産
（
労
山
事
務
所
）
と

し
て
活
用
さ
れ
、
毎
年
の
払
込

額
の
一
定
割
合
が
、
地
方
連
盟

の
学
習
活
動
や
救
助
隊
活
動
に

も
補
助
金
と
し
て
支
出
さ
れ
て

い
ま
す
。

●
保
険
会
社
に
依
存
し
な
い

自
主
的
な
互
助
制
度
と
し
て

こ
の
遭
対
基
金
制
度
は
、
１

９
６
０
年
に
労
山
が
創
立
さ
れ

て
か
ら

年
を
へ
た
こ
ろ
に
、

10

創
立
に
向
け
た
声
が
生
ま
れ
ま

し
た
。
労
山
は
１
９
７
０
年
代

に
さ
し
か
か
っ
て
、
連
盟
の
体

制
整
備
も
す
す
み
、
全
国
の
会

員
数
は
１
９
７
０
年
に
５
千
名

を
突
破
し
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
遭
難
事
故
も
増

大
し
、
対
策
強
化
が
急
務
と
な

っ
た
の
で
す
。

遭
難
対
策
に
は
、
①
登
山
者

教
育
、
②
救
助
体
制
、
③
金
銭

的
補
償
、
の
３
つ
の
側
面
が
あ

り
、
お
互
い
に
関
連
し
て
、
強

化
発
展
さ
せ
て
い
く
べ
き
も
の

で
す
。

し
か
し
③
に
つ
い
て
は
当

時
、
保
険
会
社
を
利
用
す
る
し

か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
保
険

料
は
高
く
、
い
ろ
い
ろ
な
制
約

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
な
か

で
、
大
き
く
発
展
し
つ
つ
あ
る

全
国
組
織
を
活
か
し
て
、
自
分

た
ち
で
互
助
制
度
を
作
れ
な
い

か
、
と
い
う
声
が
あ
が
り
ま
し

た
。
最
初
は
補
償
額
が
少
な
く

て
も
、
加
入
者
が
増
え
て
積
立

金
が
大
き
く
な
れ
ば
、
給
付
内

容
も
改
善
し
て
い
く
し
、
組
織

活
動
の
大
き
な
柱
に
な
っ
て
い

く
だ
ろ
う
、
と
い
う
の
で
す
。

最
初
の
論
議
は
、
１
９
６
９

年
の
第
６
回
全
国
総
会
で
、
東

京
都
連
盟
か
ら
提
起
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
翌
１
９
７
０
年
４

月
の
第
７
回
総
会
で
は
、
都
連

盟
か
ら
具
体
的
な
基
金
創
設
提

案
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
こ
の
段
階
で
全
国
広
域
常

任
理
事
会
は
ま
だ
、
制
度
創
設

に
否
定
的
見
解
を
示
し
て
い
ま

し
た
。
遭
難
対
策
は
教
育
と
救

助
体
制
整
備
が
先
行
す
べ
き

で
、
基
金
創
設
は
時
期
尚
早
だ

と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の
た

め
、
1
9
7
1
年
3
月
の
第
8

回
総
会
で
は
議
案
提
案
で
き

ず
、「
中
間
報
告
」
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
の
総
会
で
は
広

域
常
任
理
事
会
体
制
が
見
直
さ

れ
、
首
都
圏
中
心
の
常
任
理
事

会
体
制
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

●
関
東
で
先
行
実
施

あ
い
つ
ぐ
遭
難
事
故

こ
の
た
め
、
都
連
盟
を
中
心

に
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
独
自

に
基
金
を
先
行
実
施
す
る
こ
と

と
し
、
１
９
７
１
年

月
に

11

「
労
山
遭
難
対
策
基
金
」
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は

１
口
５
０
０
円
で

口
ま
で
加

10

入
で
き
、
給
付
は
傷
病
・
入
院

補
償
の
み
で
救
助
・
捜
索
費
補

償
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

あ
ら
ゆ
る
遭
難
救
助
へ
の
補
償

移
行
を
め
ざ
し
て
い
ま
し
た
。。

加
入
者
２
０
０
人
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
こ
の
制
度
は
、
翌
年
か

ら
徐
々
に
加
入
者
が
増
え
、
地

域
も
広
が
り
、
１
９
７
３
年
ま

で
に

都
道
府
県
に
拡
大
し
ま

21

し
た
。

こ
う
し
た
な
か
で
、
労
山
内

で
重
大
な
遭
難
事
故
が
続
発
し

ま
し
た
。
１
９
７
２
年
３
月
に

富
士
山
で
発
生
し
た
雪
崩
に
よ

り
、
静
岡
県
・
清
水
労
山
の
11

名
が
、
ま
た
中
央
ア
ル
プ
ス
・

木
曽
駒
ケ
岳
で
は
愛
知
県
・
中

央
ア
ル
パ
イ
ン
ク
ラ
ブ
の
２
名

が
あ
い
つ
い
で
遭
難
し
、
多
額

の
救
助
・
捜
索
費
用
が
必
要
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て

全
国
常
任
理
事
会
は
全
国
の
労

山
会
員
に
救
援
カ
ン
パ
を
要
請

し
、
５
月
ま
で
に
１
３
０
万
円

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
年

は
、
こ
の
２
件
も
含
め
て

名
19

の
労
山
会
員
が
死
亡
し
て
い
ま

す
。

●
全
国
統
一
の
制
度
を
創
設

加
入
者
増
で
給
付
改
善

こ
う
し
た
事
態
を
受
け
て
、

１
９
７
３
年
２
月
の
第

回
全

10

国
総
会
で
は
代
議
員
か
ら
全
国

統
一
の
制
度
と
し
て
の
遭
難
対

策
基
金
創
設
へ
強
い
要
望
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
同
年
６
月
の
全
国

常
任
理
事
会
で
基
金
創
設
が
決

議
さ
れ
、
具
体
化
へ
の
着
手
が

始
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
翌

１
９
７
４
年
３
月
、
第

回
全

11

国
総
会
で
「
労
山
遭
難
対
策
基

金
」
創
設
が
決
議
さ
れ
、
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
の
遭
対
基
金
制
度
を

吸
収
統
合
し
て
今
日
に
至
る
制

度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
の
時
の
内
容
は
、
第
１
種

基
金
（
積
み
立
て
・
貸
付
方
式
）

と
、
第
２
種
（
払
い
込
み
給
付

方
式
）
の
２
本
立
て
で
、
今
日

の
制
度
の
原
型
が
確
立
し
て
い

ま
す
。
給
付
の
詳
細
は
細
則
に

よ
る
こ
と
と
し
、
加
入
者
が
増

え
、
積
立
額
が
増
大
す
る
に
つ

れ
て
、
図
の
よ
う
に
給
付
内
容

も
加
入
者
本
位
に
改
善
さ
れ
、

今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

●
保
険
業
法
改
悪
に
よ
り

新
制
度
へ
移
行

こ
う
し
た
自
主
的
に
運
営
さ

れ
る
互
助
制
度
は
、
社
会
一
般

で
は
「
自
主
共
済
」
と
呼
ば
れ

ま
す
。
自
分
た
ち
で
運
営
し
て

い
る
か
ら
経
費
も
安
く
済
み
、

給
付
も
加
入
者
本
位
で
す
。
し

か
し
、
営
利
企
業
で
あ
る
保
険

業
界
に
と
っ
て
、
こ
れ
は
自
分

た
ち
と
不
当
に
競
合
す
る
も
の

労山遭難対策基金・新特別基金
の歩み

1969年3月 第6回総会で東京都連盟より基金創
設へ意見が出される。

1970年4月 第7回総会で東京都連盟より遭難対
策基金創設の具体的提案が出される。しか
し、全国広域理事会は教育や救助体制整備
が先決として否定的見解。

1971年3月 第8回総会では遭対基金について提
案できず、「中間報告」になる。

1971年11月 関東ブロックが先行して「労山遭
難対策基金」を立ち上げる。1口500円で10
口まで。200人の加入者でスタート。後に
21都道府県に拡大。

1972年3月 富士山で静岡県・清水労山11名が雪
崩遭難、木曽駒ヶ岳で愛知・中央アルパイン
クラブ2名が遭難。全国常任理事会は両遭
難に救援カンパを呼びかけ、5月までに130
万円以上が集まる。

1973年2月 第10回総会で全国的基金創設へ強
い要望が出され、6月常任理事会で基金設
置を決定。

1974年3月 第11回総会で全国統一の「労山遭難
対策基金制度」を決定。

1998年 加入者2万人を突破。
2005年4月 新保険業法が国会で成立
2008年4月 同法が施行される。
2009年4月 労山新特別基金制度に変更。

と
映
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
政

府
に
働
き
か
け
て
2
0
0
5
年

に
保
険
業
法
が
改
悪
さ
れ
、
自

主
共
済
は
原
則
、
禁
止
さ
れ
て

ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
私
た
ち
は
、

他
団
体
と
も
協
力
し
て
粘
り
強

く
、
適
用
除
外
の
運
動
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
寄

付
金
後
払
い
の
新
制
度
へ
移
行

を
実
現
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
現

在
の
「
新
特
別
基
金
」
で
す
。

●
な
ぜ
「
新
特
別
基
金
」
？

今
後
も
規
制
拡
大
の
可
能
性

「
新
特
別
基
金
」っ
て
名
前
は

よ
く
わ
か
ら
な
い
し
、
い
ま
ま

で
ど
お
り
前
払
い
方
式
に
は
戻

せ
な
い
の
か
？
と
い
う
疑
問
を

聞
き
ま
す
。
２
０
０
８
年
に
新

保
険
業
法
が
施
行
さ
れ
た
と

き
、
労
山
は
ま
ず
1
年
間
の
特

別
措
置
と
し
て
遭
対
基
金
を

「
労
山
特
別
基
金
」
に
移
行
さ

せ
ま
し
た
。
さ
ら
に
1
年
後
の

2
0
0
9
年
4
月
、
こ
の
新
方

式
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
が
可
能

と
判
断
し
、「
労
山
新
特
別
基

金
」
と
名
称
も
あ
ら
た
め
て
、

今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
保
険
業
法
は
5
年

ご
と
の
見
直
し
が
決
め
ら
れ
て

お
り
、
日
米
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
行

方
に
よ
っ
て
は
さ
ら
に
厳
し
い

規
制
が
広
げ
ら
れ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
前
払
い
方
式
に
戻

す
と
、
確
実
に
「
保
険
業
」
と

見
な
さ
れ
、
法
に
抵
触
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
他
の
団
体
同
様

に
保
険
会
社
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し

た
ら
？
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す

が
、
い
ま
「
新
特
別
基
金
」
は

そ
の
一
部
が「
安
全
対
策
基
金
」

と
し
て
遭
難
防
止
や
教
育
活
動

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

事
故
報
告
や
交
付
申
請
書
で
あ

が
っ
て
く
る
山
岳
事
故
の
デ
ー

タ
は
、
た
い
へ
ん
貴
重
な
事
故

の
実
態
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
私
た
ち
が
築
い

た
財
産
で
す
。
ぜ
ひ
、
守
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

基金積立額
2005年までは、第2種基
金次期繰越額
2010年 以 降 は 当 該 年
12/31現在の基本財産+
安全対策引当金額の合計
（一部は不動産＝労山事
務所として保持）

2010年の積立額減少
は、前納制から後納
制に切替に伴い、
1年間収入がな
かったため

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

労山カード
活用しよう
いろいろ
割引あり

各
会
か
ら
の
申
請
に
よ
り
、

労
山
会
員
一
人
ひ
と
り
に
手
渡

さ
れ
て
い
る
労
山
会
員
証
（
Ｊ

Ｗ
Ａ
Ｆ
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
カ
ー

ド
）
は
、
山
小
屋
、
登
山
用
具

店
な
ど
、
労
山
の
優
待
施
設
で

提
示
す
れ
ば
割
引
を
う
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
一
覧
表
は
、
日
本
勤
労

者
山
岳
連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
上
方
中
ほ
ど
に

「
会
員
優
待
施
設
一
覧
」
の
ボ

タ
ン
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
出

か
け
の
ま
え
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

優
待
施
設
に
は
山
小
屋
な
ど

の
宿
泊
施
設
、
登
山
用
具
店
、

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ジ
ム
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
白
馬
・
栂
池
高
原

や
八
方
尾
根
の
ゴ
ン
ド
ラ
乗
車

券
、
八
方
温
泉
な
ど
の
入
浴
料

も
割
引
と
な
り
ま
す
。

ご
利
用
の
際
に
は
必
ず
、
各

自
が
自
分
の

カ
ー
ド
を
お

持
ち
下
さ

い
。
代
表
者

の
み
は
不
可

で
す
。

労山ホームページ
「ヤマトモ」の文字
の上に会員優待施設
一覧がある
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
ろ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
ろ
うう

い
ま
、
新
し
い
会
員
を
獲
得

す
る
た
め
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
以
下
、
Ｈ
Ｐ
と
略
称
）
が
有

効
だ
と
各
地
の
経
験
が
伝
え
て

い
ま
す
。
現
在
、
労
山
６
３
５

会
・
ク
ラ
ブ
の
う
ち
２
１
４
団

体
で
独
自
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立

ち
上
げ
て
い
ま
す
（
メ
デ
ィ
ア

局
調
べ
）。
し
か
し
、
数
年
前

に
比
べ
る
と
、
や
や
減
少
し
て

い
る
よ
う
で
す
。

県
連
の
な
か
で
Ｈ
Ｐ
講
座
を

試
み
て
い
る
と
こ
ろ
も
兵
庫
県

や
静
岡
県
な
ど
、
い
く
つ
か
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
全
体
と
し

て
は
ま
だ
ま
だ
会
任
せ
が
、
現

状
で
し
ょ
う
。

Ｈ
Ｐ
を
作
る
に
は

３
つ
の
準
備
が
必
要

そ
れ
で
は
、
Ｈ
Ｐ
を
つ
く
る

に
は
何
が
必
要
で
し
ょ
う
か
。

３
つ
の
準
備
が
必
要
で
す
。

①
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
中
身
、
②

サ
ー
バ
、
③
ド
メ
イ
ン
。
①
は

当
然
で
す
ね
。
画
面
作
成
の
ソ

フ
ト
も
い
ろ
い
ろ
市
販
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け

で
ネ
ッ
ト
上
に
Ｈ
Ｐ
を
ア
ッ
プ

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
Ｈ

Ｐ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
接

続
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
に
デ

ー
タ
を
格
納
し
、
他
の
人
が
ア

ク
セ
ス
し
て
見
ら
れ
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
こ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
が
②
の
サ
ー
バ
で
す
。
通

常
、
ど
こ
か
の
会
社
が
運
営
し

て
い
ま
す
。
次
に
、
そ
の
Ｈ
Ｐ

が
ネ
ッ
ト
上
の
ど
こ
に
格
納
さ

れ
て
い
る
か
を
特
定
す
る
符
号

が
必
要
で
す
。
そ
れ
が
③
の
ド

メ
イ
ン
で
す
。
ド
メ
イ
ン
は

「
住
所
」
の
意
味
で
、
電
子
メ

ー
ル
の
ア
ド
レ
ス
と
同
じ
で

す
。こ

の
サ
ー
バ
と
ド
メ
イ
ン
を

セ
ッ
ト
で
取
得
す
る
こ
と
が
Ｈ

Ｐ
作
り
に
不
可
欠
で
す
が
、
こ

の
方
法
が
な
か
な
か
初
心
者
に

は
わ
か
り
づ
ら
い
も
の
で
す
。

取
得
は
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
プ
ロ

バ
イ
ダ
を
決
め
、
行
う
の
で
す

が
、
無
料
と
有
料
が
あ
り
ま

す
。
無
料
の
も
の
は
Ｈ
Ｐ
画
面

上
に
広
告
が
入
っ
た
り
、
無
料

の
つ
も
り
で
進
め
て
い
く
う
ち

知
ら
ぬ
間
に
有
料
に
な
っ
て
い

た
り
し
か
ね
な
い
の
で
注
意
し

ま
し
ょ
う
。
や
は
り
、
こ
う
し

た
知
識
の
あ
る
人
の
力
を
か
り

る
の
が
い
い
で
し
ょ
う
。
こ
の

点
で
、
地
方
連
盟
の
中
で
進
ん

だ
会
が
、
こ
れ
か
ら
Ｈ
Ｐ
を
立

ち
上
げ
よ
う
と
す
る
会
に
力
を

貸
す
な
ど
、
工
夫
で
き
な
い
で

し
ょ
う
か
。

全
国
の
労
山
各
会
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
Ｈ
Ｐ
を
作
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
を
見
る
に
は
、
以
下

の
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
①
日

本
勤
労
者
山
岳
連
盟
Ｈ
Ｐ
（
ｊ

ｗ
ａ
ｆ
で
検
索
す
る
の
が
早

い
）
を
開
く

②
画
面
左
上
に

あ
る
ク
ラ
ブ
紹
介
ボ
タ
ン
で
加

盟
団
体
一
覧
表
を
開
く

③
右

側
の
Ｈ
Ｐ
欄
に
労
山
マ
ー
ク
が

あ
る
と
こ
ろ
を
ク
リ
ッ
ク
す
る

と
、
そ
の
会
の
Ｈ
Ｐ
が
開
く
。

い
ろ
い
ろ
な
会
の
も
の
を
見

て
、
ぜ
ひ
参
考
に
し
て
く
だ
さ

い
。

w
w

w
w

w
w

w
w

w
w

w
w

w
w

―
―
各
地
の
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ

ブ
で
会
員
が
高
齢
化
し
、
解
散

す
る
会
も
出
始
め
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
な
か
、
一
念
奮
起
し

て
会
員
拡
大
に
取
り
組
む
会
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
貴
重
な
経
験

を
、「
登
山
時
報
」
２
０
１
５
年

６
月
号
か
ら
転
載
し
ま
す
。
な

お
、
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
一
部

を
カ
ッ
ト
し
ま
し
た
。

わ
が
会
は
楽
し
く
回
っ
て
い

た
。
月
２
回
の
山
行
を
欠
か
さ

ず
実
施
し
、
雨
の
日
も
大
雪
の

日
も
め
げ
ず
に
全
季
節
ハ
イ
キ

ン
グ
の
伝
統
を
守
り
つ
つ
。

し
か
し
、
か
つ
て

人
だ
っ

20

た
会
員
数
は
、
気
が
つ
け
ば
13

人
に
。
忍
び
寄
る
高
齢
化
に
ひ

と
り
ふ
た
り
と
会
員
が
減
る
な

か
、
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い

と
の
思
い
が
満
ち
て
も
い
た
。

楽
し
い
だ
け
の
会
で
は
、
会
の

存
在
が
長
続
き
し
な
い
―
―
―

昨
年
４
月
初
め
の
総
会
で
こ
の

思
い
が
一
致
し
た
。

ハ
イ
キ
ン
グ
講
座
を
開
い
て

新
し
い
会
員
を
増
や
し
て
ゆ
こ

う
。
テ
キ
ス
ト
に
は
労
山
発
行

の
「
ハ
イ
キ
ン
グ
Ａ
Ｂ
Ｃ
」
を

使
う
。
全
体
を
つ
ら
ぬ
く
基
本

姿
勢
（
コ
ン
セ
プ
ト
）
は
、
①

会
員
勧
誘
の
た
め
の
講
座
と
は

し
な
い
。
②
ハ
イ
キ
ン
グ
愛
好

者
の
安
全
登
山
へ
の
要
望
に
応

え
る
。
こ
の
２
点
で
一
致
し

た
。こ

れ
を
会
員
み
ん
な
で
話
し

合
っ
て
決
め
た
こ
と
が
成
功
へ

の
大
事
な
一
歩
だ
っ
た
。
全
員

が
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
共
有

し
、
力
を
尽
く
す
こ
と
と
な
っ

た
。チ

ラ
シ
は
千
枚
を
手
分
け
し

て
友
人
、
知
人
、
さ
ら
に
は
登

山
口
各
所
で
配
布
し
た
。
講
座

の
案
内
を
マ
ス
コ
ミ
、
ミ
ニ
コ

ミ
、
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
に
送
付

し
た
。

新
聞
は
小
さ
な
扱
い
だ
っ
た

が
、
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
や
医
療

生
協
機
関
紙
は
大
き
く
紹
介

し
、
民
間
放
送
ラ
ジ
オ
は
、
２

局
が

分
ほ
ど
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

10

ー
を
放
送
し
て
く
れ
た
。

講
座
の
１
週
間
ほ
ど
前
か

ら
、
予
約
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
入
っ

た
。
当
日
は
一
般
参
加
者
51

人
、
会
員
と
県
連
か
ら

人
、

13

計

人
が
参
加
。
も
は
や
受
付

64
を
す
る
場
所
に
も
困
る
始
末
。

満
席
の
中
、
山
行
で
写
し
た

景
色
や
仲
間
、
花
な
ど
の
写
真

を
上
映
し
、
そ
の
後
に
「
ハ
イ

キ
ン
グ
Ａ
Ｂ
Ｃ
」
を
元
に
私
が

１
時
間
の
講
義
。
さ
ら
に
、
最

近
の
福
井
県
内
の
遭
難
事
故
事

例
と
、
私
自
身
の
若
い
こ
ろ
の

遭
難
騒
ぎ
を
お
り
ま
ぜ
た
。

実
技
登
山
は
福
井
県
内
の
山

を
２
つ
選
ん
だ
。
一
般
参
加
は

人
。
い
ず
れ
も
好
天
で
、
地

12図
の
読
み
方
、
危
険
箇
所
で
の

三
点
支
持
、
ロ
ー
プ
の
張
っ
て

あ
る
斜
面
の
下
り
方
…
一
緒
に

汗
を
流
し
、
参
加
者
と
話
し
込

ん
だ
。
そ
し
て
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と

入
会
の
申
し
出
が
。

歳
代
、

30

歳
代
を
含
む
５
人
の
新
会
員

40が
誕
生
し
た
。
私
た
ち
の
努
力

は
報
い
ら
れ
た
。

振
り
返
れ
ば
、
私
た
ち
に
は

こ
れ
ら
の
こ
と
が
で
き
る
だ
け

の
力
量
が
備
わ
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。
な
に
よ
り
も
豊
か
な
山

行
経
験
と
危
険
を
乗
り
越
え
る

技
術
と
知
識
を
持
ち
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
も
で
き
て
い
る
。

私
た
ち
の
会
は
、
会
員
に
と

っ
て
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ

る
と
同
時
に
、
山
を
愛
す
る
多

く
の
人
び
と
の
心
の
よ
り
ど
こ

ろ
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
講

座
の
コ
ン
セ
プ
ト
も
そ
こ
を
志

向
し
て
い
た
。
そ
れ
を
確
認
し

た
今
回
の
取
組
だ
っ
た
。

（
今
年
、
会
員
は

名
と
な

23

り
、
第
２
回
の
講
座
を
開
催
し

さ
ら
に
２
名
の
会
員
が
増
え

た
）

「ハイキング愛好者の要望に応えよう」を基本姿勢に
当日は満席となる盛況ぶり

実習参加者からつぎつぎと入会申込が
努力はむくわれた

福井県

日本勤労者山岳連盟ホームページ
からは、各会のＨＰを簡単にワン
クリックで見ることができる

いろいろな
会のホーム
ページを覗
いてみよう

あ
し
Ｈ
Ｃ
の
教
訓

み
ん
な
で
取
り
組
ん
だ
会
の
再
建

荒
川
克
巳

皆
さ
ん
は
、
日
本
勤
労
者
山

岳
連
盟
が
毎
月
発
行
す
る
月
刊

誌
「
登
山
時
報
」
を
購
読
し
て

い
ま
す
か
？
。

「
登
山
時
報
」
は
、
全
国
の
さ

ま
ざ
ま
な
登
山
活
動
や
会
活

動
、
登
山
に
関
す
る
知
識
が
幅

広
く
盛
り
込
ま
れ
た
労
山
の
機

関
誌
で
す
。
ま
た
、
外
に
向
け

て
労
山
の
活
動
を
知
っ
て
も
ら

う
た
め
の
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。
全
国
に
２
万
人

い
る
労
山
の
仲
間
の
き
ず
な
で

あ
り
、
こ
う
し
た
仲
間
た
ち
と

つ
な
が
る
こ
と
で
、
足
元
し
か

見
え
な
か
っ
た
活
動
か
ら
視
野

が
広
が
り
、
新
し
い
ヒ
ン
ト
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
得
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
残
念
な
が
ら
い
ま
、

か
つ
て
は
5
6
0
0
人
も
い
た

購
読
者
が
２
５
０
０
人
に
ま
で

減
少
し
、
財
政
的
に
も
大
変
厳

し
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
全
国
連
盟
は
、

「
登
山
時
報
」
の
普
及
・
拡
大

を
め
ざ
す
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
希
望
す
る
地
方
連
盟
・
各
会

に
は
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
見

本
誌
と
し
て
無
料
で
提
供
・
送

付
し
ま
す
。

●
各
地
方
連
盟
で
は
必
ず
理
事

会
の
議
題
と
し
て
取
り
上
げ
、

担
当
者
を
決
め
て
普
及
に
取
り

組
ん
で
下
さ
い
。

●
内
容
に
関
す
る
ご
意
見
や
改

善
要
望
を
、
編
集
委
員
会
に
お

寄
せ
下
さ
い
。

●
「
登
山
時
報
」
は

全
国
を
結
ぶ
き
ず
な
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